
様式第１号（第１０条関係） 

 

２０２３年度業務実績報告書 

提出日 ２０２４年 1 月 １７日 

 

１．職名・氏名  学術教養センター准教授 根田恵多             

 

２．学位  学位 修士（学術）、専門分野 憲法学、授与機関 早稲田大学、授与年 ２０１３ 

 

３．教育活動 

(1)講義・演習・実験・実習 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

国際社会と法（2 単位）1 年生 

教養特講 H（国際社会と法）（2 単位）3・4 年生 

②内容・ねらい 

国際社会の諸問題（領土、ジェンダー、人種差別、環境、戦争、AI など）について、「法的思 

考」を用いて考えた。受講生が国際社会の一員として、様々な問題について主体的に考え、自 

分の意見を論理的・説得的に展開できるようになることを目標とした。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

最近のニュースを導入としたり、映像資料を用いたり、映画や音楽などのサブカルチャーを取

り上げることによって、受講生が「国際社会」を身近なものと感じることができるように工夫

した。また、ワークシートを配布することで、受講生が授業内容についてのメモをとり、教員

が設定した問いに対する自分の見解を記すことを促した。各受講生が提出したワークシートに

対して、毎回 Google Classroom 上でコメントを返すことによって、授業内容の定着度の確

認・復習ができるようにした。 

 

①担当科目名（単位数） 主たる配当年次等 

日本国憲法（2 単位）1・2・3 年生 

②内容・ねらい 

「実際に社会で生じている憲法問題について、自ら考え、自らの言葉で説明できるようになる 

こと」を目標に、日本国憲法の主要な論点についての講義を行った。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

教職科目であることも踏まえ、学校や教育現場における憲法問題を重点的に取り上げた。自ら 

の言葉で論じる力を身につけることができるように、毎時間、憲法にまつわる実際の事件や架 

空の事例についての問いを学生に投げかけた。Google Classroom で、その問いについて「自

分 はどう考えるか」を記入してもらい、翌週の講義の際に受講生のコメントや質問を紹介しな

がら論点についての解説を行うことで、アクティブラーニングの実践を図った。 

 

①担当科目名（単位数） 主たる配当年次等 

法学（2 単位）1・2・3 年 

②内容・ねらい 

憲法・民法・刑法などの法についての基本的な内容を講義した後に、日本社会における様々な

社会的事象・トピック（暴力、ジェンダー、薬物、スポーツ、リスク社会等）を取り上げて法

的な観点から考察した。学期の終盤には、県立大学の各学部の学習内容と法を関連付ける講義

を行った。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

Think Pair Shareと呼ばれるアクティブラーニングの技法を取り入れ、受講生同士で法的問題

について話し合う時間を多く確保した。受講生の中から出た意見をクラス全体に共有し、さら

に教員が解説を加えることで、受講生が深く考察できるように工夫した。 

 



 

①担当科目名（単位数） 主たる配当年次等  

導入ゼミ（論理的な文章を書こう）（2 単位）1 年生 

②内容・ねらい  

大学生活で必要となる基本的な文章作成能力の習得をねらいとし、アカデミックライティング 

についてゼミ形式で実践的に学んだ。一文一義、接続表現、論点整理、全体構成、参考文献と

いったアカデミックライティングの基礎について解説し、練習問題に取り組むことを通して、 

受講生が学んだ知識を使いこなせるようになることを目指した。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫  

毎回 400 字程度の課題作文（例：「安全な社会と」は何か、福井県立大学のグローバル化を推

進 するためには何が必要か、等）を出し、受講生に各回で学んだことを実践してもらった。全

員 の課題作文を添削し、その中から 2～3 本を「模範文章」として選び、次の授業の冒頭で紹

介し た。その際、「模範文章」に選ばれる受講生が偏らないように、全受講生が 1 回以上選ば

れるように配慮した。 

 

①担当科目名（単位数） 

主たる配当年次等 教養ゼミ（リーガルマインドを身につけよう）（2 単位）1 年生 

②内容・ねらい  

法的思考の基本を身につけ、現実社会の問題について法的思考を用いて分析することを目標に、 

ゼミを行った。授業の前半では、法学についての初学者向けの書籍を輪読し、討論した。その

後、受講生を 4～5 人ずつの班に分け、班ごとに判例についての報告を行ってもらった。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫  

ゼミでの発表やレジュメの作成に慣れていない 1 年生が対象の授業であるため、それらの基本

的スキルを身につけられるように、初歩的な内容から丁寧に指導した。「法」を身近に感じるこ

とができるように、福井地方裁判所での裁判傍聴・裁判見学も行った。 

【フィールドワーク等 1 件】 

 

①担当科目名（単位数） 主たる配当年次等  

学術ゼミ（法学）A・B（2 単位）2・3・4 年生 

②内容・ねらい 

法的問題についての知見を深めること、文献を批判的・分析的に読む力を身につけること、口

頭発表・レポートにおいて自らの主張を論理的に展開する技術を磨くことを目標に、法学文献

の輪読や判例についての討論を行った。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

ゼミ生の希望にあわせて柔軟に内容を変更しながら授業を運営した。「法」を身近に感じること

ができるように、福井地方裁判所での裁判傍聴・裁判見学も行った。 

【フィールドワーク等 1 件】 

(2)その他の教育活動 

 



４．研究業績  

(1)研究業績の公表 

①著書 

1．岡田順太・淡路智典・杉山有沙編『障害のある人が出会う人権問題』根田恵多「第 4 章 障

害のある人の政治参加――憲法 15 条、参政権の保障」53 頁（2023 年、成文堂）、分担執筆 

【1本】 

②学術論文（査読あり） 

 

 

【0本】 

③その他論文（査読なし） 

 

 

【0本】 

④学会発表等 

1．自由行使条項判例法理における「最恵国待遇」理論の採用？、北陸公法判例研究会、2023

年 5 月、単独報告 

2．「宗教 2 世問題」と親の教育権、比較憲法研究会、2023 年 12 月、単独報告 

 

【2件】 

⑤その他の公表実績 

・子どもの信教の自由か、親の宗教教育の自由か：宗教 2 世問題と「子どもの最善の利益」ク

リスチャン新聞 2023 年 5 月（通巻第 2664 号） 

【1本】 

 

(2)科研費等の競争的資金獲得実績 

【学外】 

 

【学内】 

  

(3)特許等取得 

 

 

(4)学会活動等 

 

 

 



５．地域・社会貢献活動 

・志学会第 39 回講演会「信教の自由 vs 政教分離…？」（2023 年 6 月 12 日・オンライン開催） 

・福井県立大学公開講座「私が考える『民主主義』第 1 回 民主主義 vs 立憲主義…？」（2023

年 7 月 26 日・オンライン開催） 

・キリスト者学生会講演「憲法と平和と私たちの信仰」（2023 年 8 月 18 日・キリスト者学生

会学生ホール） 

 

 

 

６．大学運営への参画 

(1)補職 

 

(2)委員会・チーム活動 

・ハラスメント等人権問題に関する委員会（法律専門委員）（2020 年 9 月～現在） 

・人権擁護・倫理委員会生命科学・医学系部会（2023 年 4 月～現在） 

・学生支援委員会（2023 年 4 月～現在） 

(3)学内行事への参加 

・白樫祭教員有志企画（飲料販売・休憩所）（2023 年 10 月 14 日） 

 

(4)その他、自発的活動など 

 

 

 

 


